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幼稚園だより　10月号

　　　　　　　　　　　　　　　文京区立小日向台町幼稚園


最高の金メダル　
園長　　小岩井　聡
夏から続いている厳しい暑さも少しずつ和らぎ、ようやく秋の様相を呈してきました。園庭で遊ぶ時間も少しずつ長くなり、子どもたちもほっとして遊んでいるように感じます。それと同時に運動会に向けての活動も各学年、安心して取り組めるようになってきました。リズム、団体競技、かけっこ、リレーなど学年毎に楽しみながら頑張っています。

　リズムでは、それぞれの学年がイメージをもち、表現を楽しんでいます。園庭を大海原や海中に見立てたり、氷の世界に見立てたりして、イメージをもって楽しんでいます。一人一人がイメージの中でなり切って踊ったり、演技したりしています。当日は、お家の方にも、その世界観を十分楽しませてくれることと思います。
また、かけっこやリレー、団体競技も、今はまだ、勝ち・負けは二の次で、みんなですることを楽しんでいます。しかし、年長組のリレーや綱とりなどは、少しずつ勝敗のこだわりが出てきています。そのために、勝つための作戦であったり、コツだったりをチームの仲間と共有する姿もあります。その時の子どもたちは真剣そのものです。子どもたちなりに勝つための作戦を考えています。
ただ、運動会で大切なのは勝敗ではありません。この行事を通して育てたいものは、競技をする中で、自分の力を発揮することはもちろんですが、友達、仲間、チームの存在を感じ、集団で楽しむ力です。
　ある日、年長組がリレーを行っていた時のこと。リレーが終わり、担任が子どもたちに、何か困ったこと、みんなに伝えたいことがあるかを投げ掛けると、様々意見が出てきました。負けて嫌だったこと、コースから出て走ってしまった反省、スタート時のレーン決めでインコースになった相手のチームが、みんなで喜ぶのが嫌だったなど、さまざまにその日に感じたことを言っていきます。それを、子どもたちに投げ掛け、一人一人が自分事として考え、共有し、納得していく。いろいろな感情や相手への気遣いを知る機会にもなります。本当に様々な学びが、この１場面の中でもたくさん見られます。
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　ぜひ保護者の皆様も、運動会を楽しみながら、子どもたちが、今まで積み上げてきた学びを想像しつつ、頑張っている子どもたちに大きな拍手をお願いいたします。
そして、良かったところ、頑張っていたところ、素敵だったところを具体的な言葉で伝えてあげてください。それがお家の方からの、運動会を頑張った子どもたちへの最高の金メダルになる事でしょう。
